
書式第 8号 (法第 10条・第 25条関係 )

設立・定款変更用

令和 7年度 事 業 計 画 書

特定非営利活動法 ピース

1 事業実施の方針
経済的困難などによリスポーツ機会が不平等な子どもたちに対し、継続的な指導と活動の場を提供する。

子どもたちに挑戦とき成感を味わう非日常の機会を提供し、法人の活動を地域に広く周知する。スポー

ツ機会が特に不足している養護施設等の子どもたちに、集団運動と地域の子どもとの交流機会を提供す

る。スポーツを通じて健全な心身の発達を促し、協調性や自己肯定感を育む機会を提供すること。誰も

が楽しく体を動かせる場所を提供し、社会性を育む機会を創出する。

3 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【 2,500 】千円 )

定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

運動教室

オフスタクル (障害物レース)連
動教室を福祉施設がある東京都
内神奈川県内の近隣の小学校等
にて、体育館が使用できる毎週土
曜若 しくは日曜日に協力してい
ただける施設長の児童福祉施設
の子どもたち、使用許可をいただ
いた学校に通う子どもたちから

'タ

リ議長郵 憲響雹寵シ基客

`“

積
タ

運動指導を実施し、子どもたちの
健全育成を図る活動。

法人
設立
後、週
一 回

東京都
町田市
内の学
校施設

10人

東京都内
の福祉施
設がある
地域の子
どもたち

60人 2,000

運動イベント
運営

オブスタクル (障害物レース)運
動のイベン ト運営オブスタクル
アタック (仮称)を年 1回 (秋頃)
開催。東京都内神奈川県内の近隣
の小学校等にて、体育館が使用で
きる毎週土曜若しくは日曜日に
協力していただける施設長の児
童福祉施設の子どもたち、使用許
可をいただいた学校に通う子ど
もたちから参加者を募 り参加 し
やすい難易度の障害物コースを
設計し、保護者に観ていただきな
がらタイム計測上位表彰

法人
設立
後、年
一回

東京都
町田市
内の学
校施設

20人

東京都内
の福祉施
設がある
地域の子
どもたち

60人 250

養
ど
動

護施設の子
もたちと運
しながら交
流

都内の児童福祉施設を卒園され
ている知人と協力していただけ
る施設長の児童福祉施設の子ど
もたち、使用許可をいただいた学
校に通う子どもたちから連携を
取り都内神奈川県内の児童福祉
施設の地域で体育館を使用し施
設の子どもたちと近隣の子ども
たちがスポーツをしながら交流
し人権の保護又は平和の推進、社
会教育を子どもたちに学ぶ機会
を図る活動。

法
設
後、

1
ノヽ

さ」L

年
回

東京都
町田市
内の学
校施設

30人

東京都内
の福祉施
設の子ど
もたちと
地域の子
どもたち

100人 250



書式第 9号 (法第 10条・第 25条関係)

設立・定款変更用

令和 8年度 事 業 計 画 書

特定非営利活助去 ― ス

1 事業実施の方針
継続的なニーズに対応するため、活動エリアと参加枠を拡大し、サービスを恒常化する。より大規模な

イベント開催と収益事業の導入により、活動資金を確保し、非営利活動へ選元する。連携施設を増やし、

より広範囲の支援が必要な子どもたちに活動を届ける。子どもたちの競技モチベーションを向上させ、

日標達成に向けた努力と集団行動の機会を提供する。

3 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【 4,600 】千円 )

定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数
看黎薯
範囲

受査
対象者
人数

事業費
(千円)

運動教室

オブスタクル (障害物 レース)運

貿繁雲角憬警芳整翼お象撃晨撃
にて、体育館が使用できる毎週土
曜若しくは日曜日に協力してい
ただける施設長の児童福祉施設
の子どもたち、使用許可をいただ
いた学校に通う子どもたちから

'傷

霊鶴閣1聾_“縣
運動指導を実施し、子どもたちの
健全育成を図る活動。    _

法人
設立
後、週
一回

東京
町田
内の
技施

都
市
学
1設

20人
房藉親窪
設がある
地域の子
どもたち

120人 3,000

運動イベント
運営

オプスタクル (暉吾物レース)運
動のイベン ト運営オプスタクル

勇鮨羞護午勉爆辟
きる毎遍土曜若しくは日曜日に
協力していただける施設長の児
童福祉施設の子どもたち、使用許
可をいただいた学校に通う子ど

単手次難舅虔偲再暮赫ユ壼要と
肇憩レン1醜l里温裏じ斉だきな

法人
設立
後、年
一回

東京都
町田市
内の学
校施設

30人
房藉理窪
設がある
地域の子
どもたち

120人 300

養護施設
どもたち
動しなが
流

の子
と運
ら交

都内の児童福祉鷹段を卒口され
ている知人と協力 していただけ
る施設長の児童福祉施設の子 ど
もたち、使用許可をいただいた学
校に通 う子どもたちから連携を

最事努鬼壊奪傑暑溜8漫需[錯
設の子どもたちと近隣の子ども
たちがスポーツをしながら交流
し人権の保護又は平和の推進、社
会教育を子どもたちに学ぶ機会
を図る活動。

法人
設立
後 年
回

東京都
町田市
内の学
校施設

60人
秀藉紐窪
設の子ど
もたちと
地域の子
どもたち

200人 300



地域運動大会
の参加 。開催 輻
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東京都
町田市
内の学
校施設

20人
房藉紐n
設の子ど
もたちと
地域の子
どもたち

30人 1,000



書式第 10号 (法第 10条 。第 25条関係)

7年度 活動予算書 (その他事業がある場合)
設立・定款変更用

特定非営利活動法人 こどもビース

V

正会員受取会費
賛助会員受取会費

50.0001

100,0001

500.0002 受取寄附金
受取寄附金

施設等受人評価益

500,000

3 受取助威金等
受取補助金
公益財団法人ライフスポーツ 財団公益財団法人′エビアグリーン財団
世田谷区子ども・子育て地域活動支援助成事業

3,100,000
3.100.000

4 事業収益
1.運動教室
2.運動イベント運営
3.養護施設の子どもたちと運動しながら交流
4.地域運動大会の参加・開催

360.000

の

200,000
1

1

100 000

(2)

)

2

300,000
200,000

会議費
印刷製本費
旅費交通費
会場借上料
スポーツ用品費
講師・指導員謝礼金

100,000
300,000
600,000
300,000
300,000
600,000

給料手当
福利厚生費

消耗品費
水道光熱費
通信運搬費
家賃

100.0001

150,0001

150,000
640,000

70 000当 期 経 常 増 減 額 B

II:1■11tl症 修 ||:益
|11

D

正

止

日       金 |_____上 証上金止___

1  籠 更
「

:A

費 用
【C】 ― 【D〕

1組 越 正 味 財 産



書式第 11号 (法第 10条・第 25条 関係 )

8年度 活動予算書 (その他事業がある場合
特定非営利活動法人 こどもビース

設立・定款変更用

ヽ_/

単位 :円 )

金   額 小 計 ・ 合 計

50,000
100,000

150.000
正会員受取会費
贅助会員受取会費

受取寄附金
施設等受入評価益

2.500.000
2,500,000

0

3.100.000

受取補助金
スポーツ振興くじ助成公益財団 法人スポーツ安全協会
公益財団法人ライフスポーツ 財団公益財団法人ノエビアグリーン財団

3,100,000

1.運動教室
2.運動イベント運営
3.養護施設の子どもたちと運動しながら交流
4 の

720.0001
01‐

|

:|

720.000

受取利息

5 その

200,()()()

4.400.000

1.140.

1

(

1

200 0(](

の2

信

(2)その

給料手当
福利厚生費

600,000
60,000

200,000
15(),000

150,000
640,000

(1)人

会議費
印刷製本費
旅費交通費
会場借上料
スポーツ用品費
講師・指導員謝礼金

200,000
600,000
1,200,000
500,000
500,000
1,200,000

消耗品費
水道光熱費
通信運搬費
家賃

B

寺 濱 用 6.400.000
期 屋 常 増 減 額 A 70 000

固

C

常 タ
用

益修正
災害損失
過

D

キ  タ

`期
C D

;l l 1当 期 正 味 E '
業人税、住民税及び

正

70.000
0

越 正 味 財 , 額  ( )― ( )+(

|

|

|

|

福利厚生費

4 600 00'瞥 言十

|

660.00

|

過年度損益修正益

:

:亘 :≡ 正 三
====================E==I=コ

I====二
====工 =二==6470m経 常 費 用

事業

:晏

:B


